
氏
宇
一口
L
た
。
天
正
の
初
綿
川
一
役
に
邸
L
、

一往

の
政
後
間
臣
秀
次
に
仕
へ
て
従
五
位
下
刑
部
少
納
に

叙
任
L
、
来
地
六
千
六
百
石
を
受
け
た
。
次
い
で
秀

次
の
披
後
越
前
の
長
谷
川
秀
一

・
賂
践
の
徳
川
息
苦

に
雌
任
し
、
殴
長
十
四
年
六
十
三
歳
の
時
前
町
利
長

に
来
仕
し
て
品
開
二
千
石
を
受
け
、
部
仲
け
と
な
っ
て
一品

開
に
問
た
が
、
幾
〈
も
な
〈
利
市
に
叙
し
て
千
石
を

加
へ
、
大
坂
冬
陣
に
は
金
樗
に
、
夏
仰
に
は
出
山
に

留
守
し
、
元
利
三
年
に
残
し
た
。
齢
七
十
一
。
正
勝

取
術
を
能
〈
L
、
仰
倣
宇
一
好
み
、
指
邸
の
雑
奥
を
幸

一
由
郎
次
郎
に
受
け
、
叉
林
川
市
を
愛
し
、
草
木
花
舟
を

植
ゑ
て
艇
と
し
た
。
そ
の
子
孫
敏
-家
に
別
れ
、
世

h
k

滞
に
仕

へ
る
。

ツ
ダ
マ
サ
ヲ
ニ

津
田
正
邦

泊
都
支
得
。
文
久

元
年
前
代
修
理
正
直
の
養
嗣
子
と
し
て
家
宥
製
ぎ
、

融
資
市
内
石
(
内
千
沢
一白
石
奥
力
知
〉
を
受
け
、
人
持
組

に
印
刷
し
、元
治
元
年
滞
宅
前
回
湾
携
に
代
っ
て
入
弱
、

仙
洞
御
所
を
響
街
し、

陸
郎
元
年
家
老
に
列
し
た
。

次
い
で
明
治
元
年
越
後
職
事
に
、
そ
の
手
兵
百
六
入

札町
市
中
ゐ
て
出
兵
す
べ
き
命
を
受
け
、
一
泊
且
地
ん
で
旭

中
高
岡
に
滞
陣
し
た
が
、
幾
〈
も
な
〈
六
月
廿
九
日

長
闘
に
向
か
ひ
准
拙
し
、
之
と
問
時
に
加
賀
務
兵
の

惣
司
と
な
り
、
七
且
什
四
日
長
問
械
の
一
た
び
特
取

せ
ら
れ
、
廿
九
日
官
抵
の
之
を
同
復
す
る
に
来
る
間

足
も
弱
椛
し
、
局
に
八
且
九
日
掛
川
侠
前
倒
桜
山
半
か
ら

感
朕
を
得
た
。
後
陸
奥
に
入
っ
て
各
地
に
的
戦
し
、

命
日
給
域
陥
古
川
の
報
を
開
い
て
兵
を
退
け
、
十
Mn
サ
四

日
金
柑
聞
に
凱
旋
、
十
二
月
官
八
日
臨
山
市
か
ら
問
料
一

般
・紋
也
M
m

一
疋
・金
子
三
千
一
陶
を
筑
賜
せ
ら
れ
た
。

後
法
組
尾
張
守
一
一品
経
の
氏
を
円
目
し
て
斯
波
詐
と
改

め
、
三
十
三
年
五
且
十
日
功
に
よ
っ
て
男
慌
を
授
け

ら
れ
、
四
十
年
三
且
九
日
六
十
一
武
蔵
や
や以
て
波
。
子

忠
三
郎
そ
の
後
を
裂
い
だ
。

''1 
タ

ツ
ダ
マ
ザ
チ
カ

津
田
政
隣

初
的
問
医
院
。
泌
総

雌
平

・
左
逗
右
街
門
。
交
は
斑
目
白
。
明
和
中
附
品
開
七

百
石
を
製
ぎ
、
大
小
抑
制
に
列
し
、
天
間
以
後
前
凶

治
倫
及
び
持
腕
に
仕
へ
て
大
小
将
番
印
刷
・歩…肌
・町
器

行
・大
小
将
顕
在
符
て
賜
廻
一
肌
に
担
み
、宗
門
奉
行
を

品川
ね
、
臨
検
二
百
石
脅
受
け
、文
化
」
s
年
十
月
絡
め
、

翌
年
製
し
た
、
年
筑
十
九
。
政
院
秘
書
脅
好
み
、
文

目
叫
が
あ
り
、
務
の
沿
革
に
関
し
て
は
政
隣
記
十
一

ツ
ダ
マ
ザ
ザ
ネ
津
田
正
民

辺
都
内
磁
助

・
玄

制官。

正
忠
の
鏑
男
、
E
保
三
年
前

m刺山
口山
に
仕
へ
て

千
一
泊
百
石
を
賜
は
り
、
父
の
裂
後
家
を
間
四
ぎ
、
そ
の

品
怖
を
遺
し
て
配
分
知
八
千
石
を
受
け
、
鋭
文
二
年
拝

借
銀
潜
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
定
員
人
と
な
り
寛
利
、

身
を
持
す
る
方
正
、
制
訟
を
好
み
、
時
賦
を
作
っ
て

石
川
丈
山
を
聞
と
し
、
叉
由
法
を
λ
開
山
附
附
来
に

受
け
て
、
諮
む
の
都
が
あ
っ
た
。
延
従
三
年
裂
。
年

T
A
f

l

、、。

ヨ
プ
-
ノ

ツ
ダ
マ
サ
シ
ゲ

津
田
正
重

泊
都
宇
右
衛
門
。

釘
は
川
北
市
則
前
の
子
で
、
総
旧
小
平
次
興
胞
に
務
は

れ
た
も
の
。
朗
一
階
は
総
凹
信
長
・徳
川
家
肢
に
仕

へ
‘

寛
永
八
年
裂
し
た
。
正
章
、
間
十
一
年
前

m利
協
に

来
仕
し
、
千
石
荷
受
け
、
御
先

m
m・御
山内姐市川
・御

邸
周
場
務
行
に
同
町
任
し
‘娃
到
八
年
ご
百
一
れ
そ
加
へ
、

元
職
六
年
致
仕
し
て
刑
務
と
抑
制
し
、
十
抗
年
究
且
十

一
日
入
十
六
蹴
そ
以
て
裂
し
た
。

ツ
ダ
マ
サ
タ
ダ

津
田

正

忠

小
山
ナ
忠
三
郎
、
後

支
辞
と
椛
し
、
刑
郎
正
勝
の
第
二
子
。
十
四
段
の
時

前
川
利
協
の
近
習
と
な
り
、
三
百
石
を
賜
は
り
、
大

坂
雨
役
に
従
軍
し
て
三
百
石
を
増
し
、
元
利
三
年
交

の
間
間
後
三
千
六
百
石
を
剛
山
ぎ
、
流
永
十
九
年
小
松
に

在
っ
て
宗
門
容
行
と
な
り
、
利判的
の
山
地
泊
以
〈
、
稲

出叫
に
山
吉
奥
し
、
揃
次
称
一
万
千
レ
ぃ
十
石
に
京
b
、
万

泊
三
年
八
月
六
日
脱
し
た
。
年
六
十
ご。

ツ
ダ
マ
ザ
ヨ
シ

津
田
正
能

出J
ポ
と
僻
し
た
。

正
忠
の
=
一
男
。
交
の
裂
後
其
の
融
七
百
石
を
潤
い
て

悶
は
り
、
前
例
綱
紀
に
仕
へ

、
w
H
文
巾
山
内
廻
組
叉
は

大
小
抑
制
に
斑
L
、
娃柑
H

抗
年
御
使
番
、
天
和
元
年

御
先
町
一
肌
に
弘
治
し
、
元
政
凶
年
間
配
し
た。

ツ
ダ
マ
サ
ヨ
リ
津
田
将
順
辺
都
他
部
郎

・
玄

野
。
冗
保
二
年
尖
玄
椛
放
術
の
辿
知
一

瓜
石
を
裂
ぎ
、

延
手
元
年
定
火
消
に
任
じ
、
貸
出
向
三
年
御
苑
、
八
年

七
且
凶
十
一

一蹴
宇
一
以
て
脱
し
た
。

ツ
ダ
Z
ツ
ヨ
シ

津
田
光
吉

泡
桝
太
郎
兵
衛
。

次
郎
左
衛
門
千
辿
の
四
子
。
覧
文
四
年
御
書
物
役
と

な
っ
て
新
知
一
白
石
特
受
け
、
九
年
御
初
物
開
中
行
に
泌

み
、
在
自
三
年
定
番
御
馬
廻
に
列
し
、
七
年
五
十
石

を
加
へ

、
前
倒
綱
紀
の
命
を
奉
じ
京
都
に
於
い
て
古

ツ
ダ
マ
サ
ノ
リ
津
田
正
矩

活
椴
乙
三
郎
。
文

政
十
二
年
矢
内
政
助
政
本
の
治
知
一
国
石
そ
製
ダ
、

天
保
六
年
先
火
山
役
に
任
ぜ
ら
れ
、十
三
年
渡
し
た
。

ツ
ダ
マ
サ
モ
ト

津
田
政
本

沼
群
玄
辞
・修
理
-

M
M
之
助
・
内
政
助
。

初
陣
正
身
。
明
利
七
年
玄
詐
正

問
の
沿
知
一
部
石
党
間
関
ぎ
、
安
永
七
年
定
火
消
、
天

明
四
年
御
家
老
に
任
じ
、
六
年
加
刊
と
な
り
、
文
政

十
二
年
七
且
什
七
自
製
し
た
。

ツ
ダ
マ
サ
ユ
キ

逮
図
正
移
逝
桝
椛
佐
o
p
λ

正

山ゅ
の
第
四
子
で
、
配
分
知
七
百
石
や
・
受
け
、
大
小
将

に
斑
し
、
氏
卒
四
年
大
小
崎
町
清
断
に
任
じ
、
元
職
八

年
部
十
二
段
そ
以
て
別
問
。
正
終
よ
り
凹
代
鍋
四
郎
幼

少
で
=
一
の
一
脅
州
出
ぎ
、
明
和
四
年
十
二
月
十
抗
日
早

慨
し
て
断
絶
し
た
。

加
、
耳
同
獄
録
二
十
仰
の
一
部
が
あ
る
。

ツ
ダ
マ
サ
ナ
ホ

津
田
正
直
週
初
椴
平
・修
理
o

E
短
の
延
子
で
、
政
隙
の
双
子
。
天
保
十
四
年
七
且

本
家
売
綴
ぎ
、
修
一
一
品
石
キ
一受
け
、
人
持
組
に
列
し

た。

五
五

白
診
籍
を
採
る
こ
と
多
年
に
捗
り
、
元
政
十
五
年
=
一

且
十
七
日
六
十
八
歳
そ
以
て
間
目
し
た
。

ツ
ダ
ヤ
ス
キ
ヨ
津
田
保
潔

辺
都
宇
和
制
次
・伊
兵

衛
。
貸
永
二
年
父
番
之
永
の
配
分
知
四
百
石
を
受
け
、

漸
〈
増
し
て
七
百
石
に
京
り
、
元
，文
二
年
一
史
に
百
石

を
加
へ
て
忠
則
合
に
列
し
、
五
年
二
百
石
を
加
へ
て
人

持
と
な
h
、
賛
同
町
三
年
加
盟
し
た
。

ツ
ダ
ヤ
ス
ノ
プ

津
田
安
信
通
税
数
右
術
門
。

延
享
二
年
養
父
新
六
郎
の
治
知
二
百
石
を
鎚
グ
、
明

和
元
年
三
且
十
一
日
間
門
脅
命
ぜ
ら
れ
、
八
且
十
四

日
夜
し
て
家
断
絶
し
た
。
四
十

一
段
。

ツ
h
F
ヤ
マ
イ
シ
っ
た
山
石

能
築
制
鵜
川
か
ら

恋
す
る
石
初
。
石
英
納
而
岩
慣
凝
灰
岩
で
、
淡
背
白

色
石
部
巾
に
前
刷
協
色
の
砂
際
宇
一
混
じ
、
釘
納
付
献
で

少
し
〈
続
的
で
あ
る
。

ツ
ダ
ユ
キ
ツ
ラ

津
田
千
護
活
梶
本
川
市
・兵
部
・

次
郎
左
衛
門
。
長
訟
の
子
。
初
め
前
凶
利
政
に
仕

へ
、

そ
の
封
を
蔵
た
れ
て
京
師
へ
赴
く
に
従
う
た
が
、
近

江
坂
本
に
京
っ
て
附
を
拠

へ
ら
れ
、
隠
っ
て
利
長
か

ら
五
百
石
を
受
け
、
山内
姐
組
に
班
L
た
。
後
大
坂
雨

役
に
従
ひ
、
そ
の
後
役
に
は
片
桐
市
正
邸
下
で
首
一

つ
を
娘
、
凱
旋
の
後
御
小
師
番
印
刷
と
な
り
、
見
永
八

年
御
使
訴
に
制
.
し
、十
=
一年
十
二
月
十
入
自
製
し
た
。

享
年
}
九
十
=
一
。
流
永
紀
問
の
詰
が
あ
る
。
こ
の
舗
杭

は
孫
茜
左
衛
門
回
目
之
が
元
一時
一
点
年
に
自
答
す
る
に
及

ん
で
断
絶
し
た
。

ツ
ダ
ヨ
ウ

津
田
義

逝
裕
太
一

・
逝
乙
・
随
分

間
・豹
問
削
摘
。
簡
は
議
文
は
A
H
、
fT
は
合
同
・合
大
、

認
縫
又
は
薬
務
と
蹴
し
、
そ
の
m
刊
を
界
元
世
…
と
い
ひ
‘

側
識
を
山
剛
一史
に
尽
ん
で
背
野
と
脱
し
た
。
道
樹
光
明

の
二
子
で
、
別
に
家
や
-
分
か
ち
て
本
道
の
障
を
識
と

し
た
が
、
酒
色
に
耽
り
、
餌
漢
を
好
み
、
明
和
五
年

齢
世
七
を
以
て
よ
凶
に
走
。
、識
を
大
坂
に
聞
い
た
。


